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１．はじめに

　上御殿遺跡は、湖西北部の高島市に所在する遺跡である。

市域の南部に位置する安曇川や鴨川などによって形成され

た高島平野のなかでも、安曇川右岸の扇状地と沖積地が接

する標高91ｍ付近に立地している。この遺跡は、青井川の

河川改修事業に伴って平成20年度より発掘調査が実施され

た。調査の結果、縄文時代から室町時代にかけての調査成

果が得られ、なかには国内初となる双環柄頭短剣の鋳型の

発見といった全国的にも注目される成果もみられた。この

ような調査成果のひとつに、河道から多数出土した古墳時

代から平安時代にかけての木製祭祀具を上げることができ

る。木製祭祀具は、古墳時代後期の刀形代や斎串、奈良時

代から平安時代にかけての人形代や馬形代、舟形代、陽物、

斎串といった様々な種類のものが確認されており、種類の

豊富さや出土量などの点から県内でも貴重な資料といえ

る。これらについては、現在整理調査を進めて報告書を作

成中であり、詳細についてはその中で報告することとなっ

ている。

　本稿では報告に向けた作業として、人形代について、こ

れまでの出土事例から県内での様相を概観することを目的

として記していきたい。

２．木製人形代ついて

　人形代は、主に奈良時代や平安時代に使用された祭祀具

のひとつとして知られている。木製のものが広く使用され

ており、土製や金属製、滑石製といった素材のものも存在

している。

　木製の人形代では、前期難波宮の水利施設関連遺構から

出土した7世紀中頃ものが最古の事例として知られ、遅く

ともこの時期には使用されていたことがわかっている(財

団法人大阪市文化財協会2000)。その後の藤原京や平城京

などの都城を中心に、各地の官衙遺跡や官衙関連遺跡など

から出土している。

　これらの人形代は、正面、側面、立体といった形態のも

のがあり、なかでも正面全身像のものが多数を占める。こ

の姿をしたものについては分類がなされ、年代による形態

の変化がこれまでの研究によって明らかにされている。

　先行研究を踏まえて新たな編年案を示された大平氏の研

究によれば(大平2008)、これまでに示された分類の基準と

なる要素は、①頭部(顔)の形態表現、②首部から肩部の切

り欠きの変化、③手の表現の有無、④腰部の切り込みの有

無、⑤脚部の切り込み形態、⑥大きさがある。なかでも編

年をおこなううえで有効なのは②・③・④であり、これら
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の要素をもとに新たな編年案が示された(表１)。

　編年で基準とされたのは、手の有無と肩部の切り欠き形

態である。基準において優先された手の有無については、

手を切り込みで表現するもの(Ⅰ類)、手を切り欠きで表現

するもの(Ⅲ類)、切り込みと切り欠きの両方の手を表現す

るもの(Ⅱ類)、手を表現しないもの(Ⅳ類)に分類されてい

る。切り込みによる手の有無はこれまでにも分類の基準と

して用いられていた要素であるが、切り欠きによるものを

手の表現ととらえ、分類の要素に加えられた。

　ただし、切り欠きを手とすることについては、Ⅱ類のよ

うに両方存在するものがあることから腰を表現していると

する見方も示されている。切り欠きを手としたもの(Ⅲ類)

のなかには、手と腰を表現するものが混在している可能性

もあるが、いずれにしても形態的な違いを示す要素として

設定されている。

　これらを細分する基準として用いられたのが、肩部の切

り欠き形態である。切り欠きによって表現される肩部の形

から「撫で肩」と「怒り肩」と表現されるもので、8世紀

後半の長岡京期に出現する「怒り肩」の存在は編年上の重

要な画期とされ、多くの研究において注目されてきた。新

たに「撫で肩」のものに下方の切り込みが長くなるものを

加えて、撫で肩(a類)、下がり肩(ｂ類)、怒り肩(c類)、首な

し(d類)に分類されている。

　以上から4類16形式の分類が設定され、Ⅰ類a形式から

はじまった人形代は、Ⅰ類b形式・Ⅱ類a・b形式が8世紀

中頃、Ⅰ・Ⅱ類c形式が8世紀第4四半期(長岡京期)、Ⅲ類・

Ⅳ類が9世紀中頃に出現すると、その変遷が考えられてい

る。特に、Ⅰ類c形式の始まりとⅢ・Ⅳ類の出現が大きな

画期であるとされている。(表2)

　なお、これらのうちⅠ類a形式とc形式は、全国の遺跡か

ら出土した点数が圧倒的に多く、正面全身像の木製人形代

における基本形態とされている。

３．県内の出土事例について

　正面全身像をした木製の人形代が出土した県内遺跡は、

上御殿遺跡を含め23遺跡を確認することができた。それら

について、県内を4つの地域に分けて以下に記していきた

い。ただし、現在整理調査を実施している上御殿遺跡は今

回集成した以上の点数が出土しているが、調査成果を報告

していないため含めていない。また、紫香楽宮とされる甲

賀市宮町遺跡(23-図1、表3・4の番号を示す。以下同様)か

らは人形代が出土しているものの、分類などが行えなかっ

たため同様に含めていない(甲賀市教育委員会2007)。今回
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対象とした遺跡は21遺跡で、点数は65点を数えた。

湖西地域

　琵琶湖西岸の湖西地域では、北部にある鴨遺跡(2)と針

江川北遺跡(3)で確認されている。いずれの遺跡も上御殿

遺跡と同じく高島平野に所在する遺跡で、湿地や湖岸に近

い場所に立地する。鴨遺跡(2)は高島郡衙とされる遺跡で、

湿地に堆積する厚さ40㎝のスクモ層から、Ⅰ類c形式1点

が出土している。同じ土層から出土した木製品には、斎串、

陽物といった祭祀具が含まれているほか、仏像や貞観十五

年(873)の長大な木簡などが出土している。出土した土器

の年代には、8世紀後半から9世紀初頭と9世紀後半から10

世紀初頭の年代のものがみられる(高島町教育委員会・滋

賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会1980、

滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会

2005b)。

　針江川北遺跡(3)では、16世紀の溝(SD11)から1点出土

している。胴部下半から脚部が欠損しているため、Ⅰ類も

しくはⅡ類のc形式である(滋賀県教育委員会・財団法人滋

賀県文化財保護協会1993)。

湖北地域

　湖北地域では、余呉川河口に位置する尾上遺跡(4)や長

浜平野の湖岸近くに位置する神宮寺遺跡(5)、鴨田遺跡(6)・

大戌亥遺跡(7)、狐塚遺跡(8)で確認されている。

　尾上遺跡(4)では、湖辺の堆積層から10点出土している。

Ⅰ類c形式が主体で、分類ができないものでもc形式のもの

が多く、１点のみa形式のもの(3　図4の番号を示す。以下

同様)が含まれている。これらは、直径10ｍ程度の範囲に

同一の高さからまとまった出土状況をしめすことから、一

度に流れついたものとされる。人形以外にも馬形代や斎串

といった祭祀具などが出土しており、同じ祭祀に使用され

た道具の可能性も想定されている。なお、馬形代には「黒

毛□」と墨書があり、判読が困難な文字は「祓」の可能性

が考えられている(滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文

化財保護協会1985・2003)。

　神宮寺遺跡(5)は、河道(SR01)からⅠ類a形式1点が出土

している。河道は、3世紀末から7世紀中頃の遺物を含み、

4時期の変遷が示されている。木製品には、斎串、鳥形、

舟形、刀形、剣形、鏃形といった祭祀具が出土しており、

このうち人形代と斎串は同じ時期(6世紀後半～ 7世紀初頭)

の土器と供伴するとされる(長浜市教育委員会2004)。

　鴨田遺跡(6)と大戌亥遺跡(7)は隣接する遺跡で、これら

の遺跡で確認された連続する河道から人形代が出土してい

る(滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会

1997、長浜市教育委員会1999・2003)。人形代は25点を

数え、Ⅰ類c形式を主体にⅠ類a形式(19)やⅣ類b形式(45)

も認められる。大戌亥遺跡では、8世紀後半から9世紀前半

の土器が出土した河道(SR-1)の埋土から、人形代・斎串・

刀形代が出土しており、人形代や斎串が集中して分布する

状況が確認されている。この付近からはⅠ類a形式とｃ形

式(45以外)が主に出土している(滋賀県教育委員会・財団法

人滋賀県文化財保護協会1997)。また、同遺跡の異なる調

査では斎串や土馬が出土している(長浜市教育委員会

2003)。

　このほか、狐塚遺跡(8)では河道への落ち込み遺構から

斎串とともにⅠ類c形式1点が出土している(滋賀県教育委

員会　財団法人滋賀県文化財保護協会1988)。堆積層は、

７世紀代を中心とした６世紀末から８世紀初めの下層と、

10世紀後半から11世紀の上層に分けられ、その上層から

出土している。

湖東地域

　湖東地域では、内湖近くの河道合流部に立地する彦根市

六反田遺跡(9)、愛知川下流域の左岸に位置する東近江市

石田遺跡(10)と斗西遺跡(11)、日野川支流の佐久良川左岸

に位置する杉ノ木遺跡(12)、内湖に形成された砂洲上に立

地する近江八幡市大中の湖南遺跡(13)で確認されている。

　六反田遺跡(9)は奈良時代から平安時代初頭の港湾施設

をともなう官衙関連遺跡で、6世紀後半から10世紀の遺物

を含む河道(河道南)から人形代6点が出土している。Ⅰ類d

形式(2106)、Ⅰ類もしくはⅡ類のc形式(1545)が出土して

いるほか、Ⅳ類のa形式(2121)・b形式(1543)・d形式

(1544)がある。人形代以外の祭祀具では、斎串や土馬が出

土している(滋賀県教育委員会・公益財団法人滋賀県文化

財保護協会2013)。

　斗西遺跡(11)では河道から人形代2点が出土しており、

大型(全長45㎝以上)のⅢ類もしくはⅣ類にあたるもの(97)

がある(能登川町教育委員会1988・1993)。この人形代が

出土した河道は、弥生時代末から平安時代の遺物を含み、

木製品のなかには斎串、剣形、刀形、矢形、舟形などの祭

祀具がみられる。人形代と同じ土層からは、刀形代、斎串

が出土している(能登川町教育委員会1988)。

　大中の湖南遺跡(13)では、大型(全長42㎝以上)でⅢ類c形

式の人形代1点が出土している。これは、石敷きを伴った

突堤状の遺構を覆う12世紀中頃から13世紀中頃の遺物を

含む土層(第７層)の直上に堆積した細砂層から出土してい

る。第7層の下層からは斎串などの祭祀具が出土している

ものの、同じ土層からは他の祭祀具は出土していない(滋

賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会2005a)。

　このほか、石田遺跡(10)では溝の底で確認された土坑か

ら斎串とともⅠ類b形式1点が出土し(能登川町教育委員会　

能登川町埋蔵文化財センター 2005)、杉ノ木遺跡(12)では

河道から斎串と舟形代とともにⅠ類a形式1点が出土してい

る(東近江市教育委員会　東近江市埋蔵文化財センター

2009)。
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湖南地域

　この地域では、野洲川流域に立地する野洲市中畑古里遺

跡(14)・同市吉地薬師堂遺跡(15)・守山市服部遺跡(16)、

葉山川流域の栗東市手原遺跡(17)・同市下鈎遺跡(18)、草

津川左岸に位置する草津市大定木遺跡(19)・北萱遺跡(20)、

瀬田川近くに位置する大津市野畑遺跡(21)・関津遺跡(22)

で確認されている。

　中畑古里遺跡(14)では、河道の最下層から大型(全長72

㎝以上)でⅡ類c形式の人形代1点が斎串とともに出土して

いる(滋賀県埋蔵文化財センター 2007)。吉地薬師堂遺跡

(15)では、堆積層から大型の人形代2点が出土している。

ひとつはⅣ類d形式(114)で、もうひとつはⅢ類c形式の要

素を備えた脚部のない特殊な形態のもの(115)である。同

じ土層からは、斎串が出土している(中主町教育委員会

1990)。中里古里遺跡は新しい時期の野洲郡衙とされる小

篠原遺跡の近くに所在する遺跡で、吉地薬師堂遺跡は古い

時期の野洲郡衙とされる西河原遺跡群のひとつである(畑

中2008)。

　手原遺跡(17)は古代寺院や官衙が存在した遺跡で、唯一

井戸から人形代が出土している。高床倉庫群が確認された

南区画にある井戸(SE492)から、Ⅰ類a形式のものが2点出

土している。これらは、頸部を意図的に打ち欠いた須恵器

壺(8世紀後半)の中に脚部を折って納められていた。同じ

井戸からは斎串が出土している(財団法人栗東市体育協会

2013)。

　下鈎遺跡(18)では河道から人形代4点が出土しており、

このうち3点は大型のものである(財団法人栗東町文化体育

振興事業団1990、滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文

化財保護協会2005c、奈良国立文化財研究所1985)。大型(

全長92.4㎝)でⅢ類c形式のもの(1)は、河道が埋没する過程

でできた溝状の小流の痕跡に堆積した土層から出土してい

る。この小流は、河道が埋没したのちに形成される12世紀

後半から13世紀前半の屋敷地に伴う整地層に覆われている

(滋賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会

2005c)。このほかは、9世紀から12世紀の河道上層から出

土している。

　野畑遺跡(21)は近江国庁に関連する官衙の遺跡で、河道

(SD001)からⅠ類c形式のものが出土している。河道は流

れがあまりない泥湿地状の堆積で、8世紀末から9世紀前半

の同じ土層からは斎串や木沓、曲物、挽物皿などの木製品

が出土している(滋賀県教育委員会1994)。

　関津遺跡(22)は8世紀中葉から9世紀中葉にかけての官衙

で、溝(S3)の下層( ８世紀中頃から9世紀初頭)からⅠ類に

分類される人形代1点が出土している (滋賀県教育委員会・

財団法人滋賀県文化財保護協会2007)。

　このほか、服部遺跡(16)ではⅠ類b形式1点が8世紀後葉

の溝から出土し(奈良国立文化財研究所1985)、大定木遺跡

(19)ではⅢ類a形式とみられるものが平安時代の溝(SD1)か

ら出土している (草津市教育委員会2013)。さらには、北

萱遺跡(20)では上半部が河道(河道2)から出土している(滋

賀県教育委員会・財団法人滋賀県文化財保護協会1994)。

４．まとめ

　以上の出土事例から確認できた事柄を示し、まとめとし

たい。分布については、概ね県下全域に認めることができ

る。確認できた遺跡には、湖西地域の鴨遺跡、湖東地域の

六反田遺跡や吉地薬師堂遺跡、湖南地域の手原遺跡や野畑

遺跡、関津遺跡といった官衙遺跡もしくは関連遺跡がある。

これまでに指摘されているように、官衙などの場所では人

形代を使った祭祀が行われていたことを示している。

　人形代の分類では、全国的な傾向と同じくⅠ類のものが

多くの遺跡で確認されている。もっとも古い形態である「撫

で肩」をしたⅠ類a形式のものは上御殿遺跡でも確認され

ていることから(公益財団法人滋賀県文化財保護協会

2012)、県内全域で分布を認めることができる。この形態

の人形代に代わって出現する「怒り肩」をしたⅠ類c形式

のものは、8世紀第4世半期になって出現することから、遅

くともこのころまでには人形代の祭祀が広がっていたとい

える。

　切り込みによる手の表現がないⅢ類やⅣ類のものは、平

安時代(9世紀中頃)になって出現する形態のものである。県

内で出土したこの形態のものをみると、全長40㎝以上のも

のが多く見られ大型化の傾向をうかがうことができる。大

型のものは、中畑古里遺跡でⅡ類c形式のものがあるもの

の、これらの2類では半数程度が大型のものとなっている

ことから、多く使用されていたことがわかる。このような

大型の人形代については、人形代に背負わせる罪障を強く

意識された場合やそうした不祥を除こうとする強い意志が

働く場合、或いは極めて優れた人の場合などには、等身の

ものや等身をはるかにこえる人形代すら現れてくるという

見解が示されている(水野1976)。また、兵庫県にある袴狭

遺跡から出土した大型の人形代には、「一人當千急々如律

令」と墨書されたものがあり、より高い効果を期待したも

のであったと考えられている(兵庫県教育委員会2000)。人

形代の形とともに、扱いにも変化があったとみられる。

　大中の湖南遺跡では、12世紀中頃から13世紀中頃の堆

積層よりも新しい堆積層から出土している。内湖の堆積で

あるため、遺物の年代を判断する資料としては問題が残る

ものの、13世紀頃までは人形代が使用されて可能性がある

だろう。

　人形代とその他の祭祀具の出土状況を確認したところ、

多くの遺跡で同じ遺構から出土していたのは斎串のみであ

った。河道や堆積層などから出土したものが多いため供伴

する遺物を正確に把握することは困難であるが、尾上遺跡・

大戌亥遺跡・手原遺跡・野畑遺跡のように出土状況から供

伴する可能性が高いものもあることを考慮すると、人形代
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と斎串の組み合わせは共通して用いられていたとみられ

る。山形県俵田遺跡では、人形代とともに人面墨書土器、

須恵器小 、木製の刀形代・馬形代・斎串などの祭祀遺物

が祭場として配置されたままの姿で出土しており、祭祀具

を組み合わせて使用されたことなどが確認されている。尾

上遺跡のように馬形代が同じ祭祀のなかで使用された可能

性が指摘されるものもあるが、斎串以外については共通し

て認められるものはなく、人形代との関係は把握できなか

った。

　出土した遺構は、河道や溝、湖岸などの堆積層がみられ、

手原遺跡のみ井戸から出土している。人形代は、呪い、病

気治癒、祓などに用いられた。なかでも、古代においては

罪や穢れを流す祓に使用されるのが一般的であったとされ

ている(金子1988)。また、これらの祭祀遺物は、捧げ物と

いった性格の祓具や神祭りに使用する道具であったとする

意見や(三宅2008)、両者の性格が時代の流れのなかで変化

したとする意見もある(笹生衛2012)。木製品が遺存しやす

いこれらの遺構の周辺では、人形代を用いた祭祀などが行

われ、河道や湖岸、溝が見つかった遺跡では流したり捧げ

たりすることが行われたとみられる。井戸の事例について

は、平城京で確認された同様の事例から呪詛の可能性が考

えられている(財団法人栗東市体育協会2013)。数少ない事

例であることから、特別な目的での使用だったのだろう。

　はじめに記したように、上御殿遺跡では人形代を含む多

くの祭祀具が出土している。今回確認した県内での様相を

踏まえて検討を行い、報告を行いたい。
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